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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第２四半期連結
累計期間

第37期
第２四半期連結
累計期間

第36期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

営業収益（千円） 15,760,26916,242,40136,499,011

経常利益又は経常損失（△）　（千

円）
△1,301,439△575,7001,440,079

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△1,748,430△632,701△491,116

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△1,764,845△708,590△464,137

純資産額（千円） 6,525,1596,724,3677,819,259

総資産額（千円） 31,588,99729,940,11134,481,270

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△182.36 △66.04 △51.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－　 －　 －　

自己資本比率（％） 20.5 22.5 22.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,954,244△1,307,9053,580,801

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,740,184△1,304,688△3,121,966

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
324,289△557,621△747,884

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
3,228,8343,109,3306,320,946
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回次
第36期

第２四半期連結
会計期間

第37期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△14.58 37.85

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

４．第36期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定に当たり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災及び福島原発事故の影響による経済活動の停

滞に加え、国際情勢においても、急速に進行した円高や、米欧諸国の財政危機の影響などの懸念材料が山積し、先

行きが不透明な状況にあります。個人消費の面でも、雇用環境、所得環境は好転せず、回復への糸口が見えない状

況が続いています。

このような厳しい経済状況下ではありますが、当業界においては、教育に対する国民の関心が高く、民間教育に

対する期待も大きくなっています。その一方で、生徒、父母が求める教育サービスの水準は高まり、それを提供す

る教育機関に対する選別を進めており、企業間の競争は激しさを増しております。

こうしたなか、当社グループでは、主要部門である高校生部門（東進ハイスクール、東進衛星予備校等）、小・

中学生部門（四谷大塚、東進スクール等）、スイミングスクール部門（イトマンスイミングスクール）を中心に、

「社会に貢献する人財の育成」を教育理念として、提供するコンテンツの充実や受講環境整備など、「知育、体

育、徳育」を総合的に行える体制の構築を一貫して進めてまいりました。この成果は、高校生部門で今年も難関校

の合格実績が伸長するなど結実し、確実に学力を伸ばす教育機関としての高い評価をいただいております。

当第２四半期連結累計期間においても、高校生部門を中心に、生徒数は増勢が続いています。これを受け、営業

収益は対前年同四半期で482百万円の増加となる16,242百万円（前年同四半期比3.1％増）となりました。

　費用面では、昨年初めて開催した「全国統一高校生テスト」を今年度も引続き実施したほか、伸長著しいスマー

トフォンに対応した教材の開発など、コンテンツの充実に積極的に取り組みました。また、東日本大震災の教訓を

生かし、非常時にも全国の加盟校へコンテンツ提供を確保できる体制をとるため、配信設備バックアップ体制の

整備を進めました。一方で、テレビＣＭなど効果的な宣伝活動の展開、校舎運営の見直しのほか、通信費、光熱費、

印刷費などでも先進的技術を採用した、質的な向上を伴う経費削減の効果が徐々に現れており、費用総額では対

前年同四半期で266百万円の減少とすることができました。

　この結果、営業損失413百万円（対前年同四半期748百万円の改善）、経常損失575百万円（対前年同四半期725百

万円の改善）、四半期純損失632百万円（対前年同四半期1,115百万円の改善）となりました。

なお、当社グループでは営業収益の計上が生徒募集期に当たる第３、第４四半期に集中し、第１四半期から第２

四半期にかけては、費用計上が先行する傾向にあります。昨今は期の前半に積極的な施策を進めており、期の後半

に営業収益が増加する傾向が、さらに強まっております。

　

　 　 　 （単位：百万円）

　
前第２四半期連結

累計期間

当第２四半期連結

累計期間
対前年同四半期

営業損失（△） △1,162 △413　 748　

経常損失（△） △1,301 △575　 725　

四半期純損失（△） △1,748 △632　 1,115　

　

　（セグメント別の状況）

　当第２四半期連結累計期間における各セグメントごとの業績は次のとおりです。なお、セグメント利益（又は損

失）は四半期連結損益計算書の営業損失に調整額を加えたものです。

①高校生部門

　当部門は、東進ハイスクール、東進衛星予備校等で、主に高校生を対象とした教育事業を行っており、質の高い授

業と革新的な学習システムを提供する我が国最大級の予備校として、当社グループの主要事業となっておりま

す。

　当第２四半期連結累計期間のセグメント売上高は8,071百万円（前年同四半期比5.7％増）、セグメント利益は

1,220百万円（対前年同四半期786百万円の増加）となりました。
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②小・中学生部門

当部門は、四谷大塚、東進スクール、東進育英舎、東進四国等で、主に小学生、中学生を対象とした教育事業を

行っております。中学受験指導のパイオニアとして全国最大の中学受験模試「合不合判定テスト」を主催する四

谷大塚、各地域に根差して展開する東進スクール、東進育英舎、東進四国と、それぞれ特色を有し、事業を進めてお

ります。

当第２四半期連結累計期間のセグメント売上高は4,044百万円（前年同四半期比1.0％減）、セグメント利益は

261百万円（対前年同四半期153百万円の増加）となりました。

③スイミングスクール部門

当部門は、スイミングスクールの草分けであり、乳幼児から小中学生、成人に至る幅広い年齢層に支持されるイ

トマンスイミングスクールとして、国内最大級のスイミング事業を展開し、主に水泳教室、フィットネスクラブの

運営を行っております。

当第２四半期連結累計期間のセグメント売上高は3,075百万円（前年同四半期比3.1％増）、セグメント利益は

109百万円（対前年同四半期61百万円の減少）となりました。

④ビジネススクール部門

当部門は、主に大学生、社会人を対象とした教育事業を行っております。大学生を対象とした東進ビジネスス

クールを運営する学生部、大学入学前の未履修科目補習、入学後の教養・基礎分野教材提供など、大学生の基礎学

力向上に貢献する大学営業部、企業向けに映像・インターネットを駆使した各種語学研修プログラムを提供する

企業営業部でそれぞれ事業を展開しています。

当第２四半期連結累計期間のセグメント売上高は172百万円（前年同四半期比7.1％増）、セグメント損失は

164百万円（対前年同四半期60百万円の利益減少）となりました。

⑤その他部門

その他部門は、出版事業部門、ＰＣスクール部門のほか、新規事業であるこども英語塾部門、国際事業部門を含

んでおります。当第２四半期連結累計期間のセグメント売上高は1,304百万円（前年同四半期比1.8％減）、セグ

メント損失は128百万円（対前年同四半期36百万円の利益減少）となりました。

　

（２）財政状態

　当第２四半期連結会計期間における財政状態は、前連結会計年度末に比べ総資産が4,541百万円減少し、29,940

百万円に、純資産が1,094百万円減少し、6,724百万円となっております。総資産の減少は、主に流動資産の減少

4,131百万円によるものです。これは、生徒募集期に当たる期末に増加した資金、順調に回収された売掛金を運転

資金や法人税等の支払などに充当したことによる現金及び預金の減少が主な要因となっております。また、固定

資産では、のれんの償却が進むなど、全体としては409百万円の減少となる21,824百万円となりました。

なお、純資産の減少は、配当金383百万円、および当第２四半期連結累計期間の四半期純損失632百万円等による

ものであります。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物は、以下に記載のキャッシュ・フローにより3,109百万円と

なり、前年同四半期に比べて119百万円減少いたしました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは1,307百万円の支出（前年同四半期比33.1％減）となりました。当社グ

ループでは、例年第１四半期から第２四半期にかけては費用計上が先行する傾向にあり、税金等調整前四半期純

損失627百万円を計上していることが主な要因となっています。

投資活動によるキャッシュ・フローは1,304百万円の支出（前年同四半期比25.0％減）となりました。これは、

有形固定資産の取得による支出708百万円、無形固定資産の取得による支出165百万円、投資有価証券の取得によ

る支出150百万円、関係会社株式の取得による支出95百万円などの要因によるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは557百万円の支出（前年同四半期は324百万円の獲得）となりました。こ

れは主として社債の発行による収入1,500百万円、長期借入れによる収入500百万円があったことに対し、長期借

入金の返済による支出2,219百万円、配当金の支払383百万円があったことによるものです。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 37,000,000

計 37,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,148,409 10,148,409

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株　

計 10,148,409 10,148,409 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 10,148,409 － 2,138,138 － 534,534
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社昭学社 東京都杉並区浜田山四丁目25番５-306号 2,751 27.11

永瀬　昭幸 東京都杉並区 2,364 23.30

永瀬　昭典 東京都練馬区 1,163 11.46

有限会社ナップル 東京都練馬区石神井台三丁目９番21号 911 8.98

丸武産業有限会社 東京都杉並区高井戸西二丁目10番２号 498 4.91

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１番５号 469 4.62

黒田　敏夫 東京都目黒区　 182 1.79

ナガセ従業員持株会
東京都武蔵野市吉祥寺南町一丁目29番２号

　
95 0.94

中央三井信託銀行株式会社 東京都港区芝三丁目33番１号 86 0.85

永瀬　照久 東京都杉並区 54 0.54

計 － 8,574 84.49

　（注）１．当社の自己株式（568千株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合5.60％）は、上記の表から除いており

ます。

２．株式会社みずほ銀行の株式には、株式会社みずほ銀行が退職給付信託の信託財産として拠出している当社株

式468千株（持株比率4.61％）を含んでおります。（株主名簿上の名義は、「みずほ信託銀行退職給付信託

（みずほ銀行口）再信託受託者資産管理サービス信託銀行」であります。）
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　568,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　9,527,000 9,527 －

単元未満株式 普通株式　　　53,409 － －

発行済株式総数 10,148,409 － －

総株主の議決権 － 9,527 －

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ナガセ
東京都武蔵野市吉祥寺南

町一丁目29番２号
568,000 － 568,000 5.60

計 － 568,000 － 568,000 5.60

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,447,333 4,235,721

受取手形及び売掛金 2,186,784 1,160,258

商品及び製品 407,933 359,770

その他のたな卸資産 ※1
 186,120

※1
 185,555

前払費用 1,099,724 1,111,115

繰延税金資産 364,895 563,938

その他 653,178 526,387

貸倒引当金 △98,842 △26,961

流動資産合計 12,247,128 8,115,785

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,074,210 5,205,898

工具、器具及び備品（純額） 716,619 680,078

土地 3,462,757 3,800,085

建設仮勘定 709,280 322,686

その他（純額） 136,612 138,227

有形固定資産合計 10,099,480 10,146,976

無形固定資産

のれん 1,248,939 792,050

その他 2,530,852 2,407,042

無形固定資産合計 3,779,792 3,199,093

投資その他の資産

投資有価証券 1,688,306 1,861,426

長期貸付金 157,171 118,866

長期前払費用 732,622 672,825

敷金及び保証金 4,446,071 4,456,916

繰延税金資産 980,022 1,018,017

その他 438,322 435,889

貸倒引当金 △87,648 △85,684

投資その他の資産合計 8,354,869 8,478,256

固定資産合計 22,234,142 21,824,326

資産合計 34,481,270 29,940,111
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 464,255 232,999

短期借入金 5,320,124 5,718,582

未払金 2,189,638 1,786,001

未払法人税等 677,366 248,494

前受金 2,342,493 1,861,987

賞与引当金 434,201 441,317

役員賞与引当金 35,411 17,705

返品調整引当金 30,706 28,872

預り金 2,213,938 618,762

その他 890,380 918,870

流動負債合計 14,598,516 11,873,593

固定負債

社債 1,600,000 2,900,000

長期借入金 7,162,167 5,181,066

退職給付引当金 1,369,186 1,356,553

役員退職慰労引当金 636,193 652,158

資産除去債務 908,760 918,486

その他 387,186 333,886

固定負債合計 12,063,494 11,342,150

負債合計 26,662,010 23,215,744

純資産の部

株主資本

資本金 2,138,138 2,138,138

資本剰余金 2,141,151 2,141,151

利益剰余金 5,002,112 3,986,163

自己株式 △1,287,682 △1,290,736

株主資本合計 7,993,720 6,974,717

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △171,773 △213,793

為替換算調整勘定 △2,687 △36,557

その他の包括利益累計額合計 △174,461 △250,350

純資産合計 7,819,259 6,724,367

負債純資産合計 34,481,270 29,940,111
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業収益 15,760,269 16,242,401

営業原価 12,187,887 12,311,142

営業総利益 3,572,382 3,931,258

販売費及び一般管理費 ※1
 4,734,683

※1
 4,345,133

営業損失（△） △1,162,300 △413,874

営業外収益

受取利息 13,277 10,384

受取配当金 37,300 37,162

受取賃貸料 27,353 11,714

その他 36,898 40,837

営業外収益合計 114,830 100,099

営業外費用

支払利息 123,168 124,355

コンサルティング費用 60,000 －

その他 70,800 137,569

営業外費用合計 253,969 261,925

経常損失（△） △1,301,439 △575,700

特別利益

貸倒引当金戻入額 6,433 －

固定資産売却益 335 －

移転補償金 70,000 －

その他 47 －

特別利益合計 76,816 －

特別損失

固定資産処分損 476,753 16,926

投資有価証券評価損 156,933 19,999

減損損失 － 12,083

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 524,758 －

その他 17,498 2,824

特別損失合計 1,175,944 51,834

税金等調整前四半期純損失（△） △2,400,567 △627,535

法人税、住民税及び事業税 185,012 214,695

法人税等調整額 △869,142 △209,529

法人税等合計 △684,130 5,165

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,716,437 △632,701

少数株主利益 31,993 －

四半期純損失（△） △1,748,430 △632,701
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,716,437 △632,701

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △34,490 △42,019

為替換算調整勘定 △13,917 △33,869

その他の包括利益合計 △48,408 △75,889

四半期包括利益 △1,764,845 △708,590

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,796,838 △708,590

少数株主に係る四半期包括利益 31,993 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △2,400,567 △627,535

減価償却費 1,055,153 1,078,643

減損損失 － 12,083

のれん償却額 501,057 456,888

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,662 △12,633

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,445 15,965

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,972 △73,844

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,784 7,116

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17,705 △17,705

受取利息及び受取配当金 △50,578 △47,547

支払利息 123,168 124,355

固定資産売却損益（△は益） 449,367 －

固定資産除却損 27,386 16,926

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 524,758 －

投資有価証券評価損益（△は益） 156,933 19,999

移転補償金 △70,000 －

売上債権の増減額（△は増加） 851,036 1,026,526

前受金の増減額（△は減少） △678,486 △510,506

たな卸資産の増減額（△は増加） △30,478 48,728

前払費用の増減額（△は増加） △15,083 △4,390

仕入債務の増減額（△は減少） 270,707 △659,801

未払消費税等の増減額（△は減少） △145,359 △19,567

預り金の増減額（△は減少） △1,398,451 △1,595,176

その他 45,676 37,249

小計 △803,114 △724,225

利息及び配当金の受取額 48,659 42,158

利息の支払額 △129,403 △115,542

法人税等の還付額 － 126,663

法人税等の支払額 △1,140,386 △636,959

移転補償金の受取額 70,000 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,954,244 △1,307,905
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △805,133 △708,924

有形固定資産の売却による収入 243,897 －

無形固定資産の取得による支出 △783,210 △165,798

長期前払費用の取得による支出 △350,592 △188,895

投資有価証券の取得による支出 △57,624 △150,642

投資有価証券の売却による収入 1,000 －

関係会社株式の取得による支出 － △95,000

短期貸付金の増減額（△は増加） △11,448 △23,694

長期貸付けによる支出 △250 △500

長期貸付金の回収による収入 59,803 66,800

敷金及び保証金の差入による支出 △174,683 △60,928

敷金及び保証金の回収による収入 173,946 49,829

その他 △35,889 △26,933

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,740,184 △1,304,688

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 808,870 136,870

長期借入れによる収入 2,270,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △1,835,036 △2,219,513

社債の発行による収入 － 1,500,000

社債の償還による支出 △70,000 △70,000

自己株式の取得による支出 △36,342 △3,054

配当金の支払額 △766,875 △383,914

リース債務の返済による支出 △46,326 △18,009

財務活動によるキャッシュ・フロー 324,289 △557,621

現金及び現金同等物に係る換算差額 △26,885 △41,398

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,397,025 △3,211,615

現金及び現金同等物の期首残高 6,625,859 6,320,946

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,228,834

※1
 3,109,330
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

※１．その他たな卸資産の内訳

教材 67,454
千円

　

仕掛品 2,240
千円

　

原材料 1,018
千円

　

貯蔵品 115,406千円

計 186,120
千円

　

※１．その他たな卸資産の内訳

教材 57,996
千円

　

仕掛品 2,442
千円

　

原材料 1,155
千円

　

貯蔵品 123,961千円

計 185,555
千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費 2,034,309千円　

給与手当 764,968千円　

賞与引当金繰入額 51,570千円　

役員賞与引当金繰入額 17,705千円

退職給付費用 16,158千円

役員退職慰労引当金繰入額 15,445千円

賃借料 90,579千円　

減価償却費 115,746千円　

のれん償却額 501,057千円　

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費 1,762,796千円　

給与手当 782,409千円　

賞与引当金繰入額 46,315千円　

役員賞与引当金繰入額 1,005千円

退職給付費用 6,019千円

役員退職慰労引当金繰入額 15,965千円

賃借料 97,030千円　

減価償却費 91,330千円　

のれん償却額 456,888千円　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

　 千円

現金及び預金勘定 4,365,137

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,136,303

現金及び現金同等物 3,228,834

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年９月30日現在）

　 千円

現金及び預金勘定 4,235,721

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,126,390

現金及び現金同等物 3,109,330

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当金支払額
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（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 767,804 80平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 383,247 40平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

高校生　　部

門

小・中学生

部門

スイミング

スクール　

部門

ビジネス　

スクール　

部門

計

売上高          

外部顧客への　

売上高
7,491,3484,084,1412,984,617156,92614,717,0331,043,23615,760,269－ 15,760,269

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

142,885 670 － 4,200147,756285,366433,122△433,122 －

計 7,634,2334,084,8112,984,617161,12614,864,7891,328,60316,193,392△433,12215,760,269

セグメント利益　

又は損失（△）
433,709107,666170,401△104,724607,052△91,785515,266△1,677,567△1,162,300

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、出版事業等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,677,567千円には、セグメント間取引消去38,105千円、のれん償却額△501,057千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△1,214,615千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

高校生　　部

門

小・中学生

部門

スイミング

スクール　

部門

ビジネス　

スクール　

部門

計

売上高          

外部顧客への　

売上高
7,910,9094,029,6203,075,860172,56715,188,9571,053,44316,242,401－ 16,242,401

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

160,38014,866 － － 175,247250,973426,220△426,220 －

計 8,071,2894,044,4863,075,860172,56715,364,2041,304,41716,668,621△426,22016,242,401

セグメント利益　

又は損失（△）
1,220,564261,201109,010△164,9421,425,833△128,0251,297,807△1,711,682△413,874

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、出版事業等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,711,682千円には、セグメント間取引消去12,653千円、のれん償却額△456,888千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△1,267,447千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 182円36銭 66円4銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（千円） 1,748,430 632,701

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 1,748,430 632,701

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,588 9,580

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月14日

株式会社ナガセ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野　信行　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野原　徳郎　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナガセの平

成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナガセ及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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